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	　　　　　　　　　　　興味深い食中毒の行政対応

８月に入って発表された、神奈川県内（相模原市、川崎市）で発生した腸管出血性大腸菌Ｏ157食中毒及び大分県内で発生したサルモネラ属菌食中毒について、行政が大変興味深い対応をしていました。そこで、行政発表をもとに新聞報道を一部加え概要をまとめました。

８月９日　神奈川県相模原市及び川崎市が発表

7月16日に東京都の在住者が、21日に相模原市の在住者が各2名食中毒症状を呈して、腸管出血性大腸菌Ｏ157が検出された。30日に相模原市が、食肉の仕入れを共通する店舗がある自治体に対し関連が疑われる事案について照会したところ、川崎市の焼肉店の利用者で、東京都の在住者が腸管出血性大腸菌Ｏ157で発症しているのが判明した。

8月9日、東京都の検査で、2組の患者から採取された腸管出血性大腸菌Ｏ157の遺伝子パターンが一致した。2組とも系列は異なる焼肉店（相模原市、川崎市）で摂食をしていたが、両店の食肉の仕入先が、同一の食肉卸売店であった。

両市は２つの焼肉店を8月9日から11日までの営業停止処分とした。　

図：Ｏ157から見たフロー（笈川作成）

相模原市食肉卸売店

　　　

相模原市焼肉店（7月17日摂食）　　　　　　　川崎市麻生区焼肉店（7月13日摂食

21日相模原市在住4名中2名発症　　　　　　　16日東京都在住5名中2名発症

8月9日に東京都の検査で遺伝子パターンが一致

８月１１日　大分県が発表

　　8月7日に長崎県佐世保市から大分県に、温泉観光旅館で学習合宿をしていた同一高校の２グループ（１年生と３年生）が、発熱、下痢等の食中毒症状を呈しているとの連絡があった。参加者（教職員含む）は451名で、患者数は206名であった。患者便8検体からサルモネラ属菌が検出された。

　　日程は、１年生が7月28日から8月1日で、3年生が8月1日から8月7日であった。

大分県の調査の結果、調理従事者等3名の便及び7月31日、8月4、6、7日の併せて4日間の検食からサルモネラ属菌が検出された。

大分県は、飲食店営業（主食提供旅館）を8月11日から12日までの営業停止処分とした。（なお、8月10日は自主休業）。また、同じ期間に宿泊していたおよそ1,000名に異常がないか調べている。
まだ一報ですので、詳しいことは不明です。詳しい発表があって、何かの機会がありましたら個人的な意見を述べます（笈川）。
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